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本᭩⡠は、㉁ⓗ研究を「ࣛࣥ࢔ーࢢࣥࢽ（学びほࡄし）

し、ၥいを๰出し⥆けるための本で࠶る。㉁ⓗ研究はᖜ

ᗈいศ㔝にᣑ大し、㇏かなᐇ㊶を生ࡳ出している。その

୍᪉で、᪉ἲは▱らࡎ▱らࡎのࡕ࠺にᙧ㧁໬し、ᚲ要と

されるኚ໬を㛢ࡊしてしྍ࠺ࡲ⬟ᛶが࠶る。本᭩⡠を㍯

ㄞし、ᤵᴗでᵝࠎな␲ၥが㆟論されることによって、⮬

らの研究ほを┦ᑐ໬することがでࡁた。 
本᭩⡠は、ྛ ⠇が➃ⓗにゝい表されていて内容が⌮ゎ

しࡸすい構㐀になっている。しかし、ᢅ われている内容

⮬యは大ኚᣮᡓⓗとい࠺かᢳ㇟ⓗで㞴しい。そのため、

ྛᅇの論Ⅼでは、「研究とはఱか」「⛉学とはఱか」とい

ったဴ学ⓗでᢳ㇟ⓗな␲ၥࡸ、「ලయⓗにど࠺ᐇ㊶する

のか」といった⌧ᐇにⴠとし㎸む࠼࠺でのᅔᝨがᇉ間ぢ

な≧ἣをᡴ◚するために、本ᤵᴗ࠺そのよ。࠺ࢁるだ࠼

でྲྀりᢅ࠺᭩⡠のࡳと╮めっこするのではなࡃ、他の論

文ࡸ᭩⡠をㄞࡳẚ࡭たり、᪤Ꮡの▱㆑ࡸ⤒㦂に❧ࡕᡠっ

たりして、⮬ศのᣢつ研究ほをᩚ⌮するといったጼໃが

㠀ᖖに㔜要だとឤࡌた。 
౛ࡤ࠼、第1❶のᤵᴗでは、他者とのᘓ設ⓗな㆟論ࡸ

⮬らの研究を᪤Ꮡの研究内に఩⨨付けるために、Ꮡᅾ論

ㄆ㆑論を⌮ゎすることが㔜要だとして、㝕⏣ඛ生と㝕ࡸ

内さࢇから（㔝ᮧᗣⴭ（2017）ࠗ 社会⛉学の⪃࠼᪉㸫ㄆ

㆑論、ࣜ ᡭἲ㸫、ࣥ࢖ࢨࢹ・ࢳーࢧ 名࠘古屋大学出∧会）

が⤂௓された。㔝ᮧ（2017）によれࡤ、▱㆑のᑐ㇟が

⚾たࡕから⊂❧してᏑᅾするとい࠺ᇶ♏࡙け主⩏の❧

場をとるので࠶れࡤ、⚾たࡕは「ᐈほⓗ」に஦㇟の┦஫

関係を（࠶るいはᅉᯝ関係すらも）ほᐹでࡁるとする「ᐇ

ド主⩏」の❧場と、ᇶ♏࡙け主⩏に❧ࡕながらも、目に

ぢ࠼るものは表㠃ⓗなもので࠶り、その⫼ᚋに࠶る構㐀

にὀ目するᚲ要が࠶るとして、ほᐹにᇶ࡙いてᅉᯝ関係

をᐇドするとい࠺よりも、目にぢ࠼ない構㐀をㄝ᫂する

ことに主║を⨨ࡁ࡭ࡃだとい࠺「ᢈุⓗᐇᅾ論」の❧場

が࠶る。さらに、཯ᇶ♏࡙け主⩏に❧つ人は、人ࠎがど

のよ࠺にその出᮶஦をゎ㔘しているか、ゎ㔘しよ࠺（さ

としているかに╔目する「ゎ㔘主⩏」の❧場が（࠺よࡏ

表」、ࡤるᴋぢ（2024）によれ࠶る。本᭩⡠の筆者で࠶

㇟の༴機」を境目とする「࣒ࣔࢬࢽࢲ」と「࣏ࢫトࣔࢲ

り、ᐇド主⩏のᢈุを含࠶な㌿᥮がࡁの間に大「࣒ࢬࢽ

࠶が「⩏トᐇド主ࢫ࣏」るࡲ␃に࣒ࢬࢽࢲながらもࣔࡳ

る୍᪉、ఏ⤫ⓗな⛉学から㞳れ、文学ࡸ⨾学と⤖びつࡃ

ことで᪂しい᪉ἲを生ࡳ出す「ᢈุ⌮論࣒࢖ࢲࣛࣃ」「社

会構成主⩏࣒࢖ࢲࣛࣃ」「ཧຍᆺ࣒࢖ࢲࣛࣃ」などの࣏

ࡸな᫬代のኚ㑄࠺このよ。࠺るとい࠶が࣒ࢬࢽࢲトࣔࢫ

Ꮡᅾ論、ㄆ㆑論をຍ࿡した研究者としての࣏ࣙࢩࢪナࣜ

でୖࡃは、⮬らの研究をゝㄒ໬し社会に発ಙしてい࢕ࢸ

ḞかࡏないどⅬで࠶る。 
た、第6❶「㉁ⓗ研究者の೔⌮」をᢸᙜした㝕内さࡲ

㏨ஸ者の社会学࣐࠘ࠗࣥࣇࢦ.は、ㅖ೔⌮ឤの▩┪をAࢇ

を౛に⪃ᐹし、社会学において研究者がᢪ࠼る೔⌮ⓗ▩

┪をලయⓗに᝿ീさࡏてࡃださった。第4❶「㉁ⓗ研究

のᙅయ໬にᢠ࠺」をᢸᙜした大ஂಖさࢇは、「⤖ᒁ、ど

のよ࠺に㉁ⓗ研究の㉁をಖ㞀すれࡤよいのか」とい࠺ၥ

いにᑐし、（బ⸨㑳ဢ（2008）ࠗ㉁ⓗࢹーࢱศᯒἲ―原⌮・

᪉ἲ・ᐇ㊶ ᪂࠘᭙社）をᘬ⏝し、研究者がᑐ㇟者たࡕの

ព࿡のୡ⏺にࢥミࢵトするとྠ᫬に、学ၥにおけるព࿡

ୡ⏺にもࢥミࢵトし、୧者をᶫΏしするᏑᅾになるࡁ࡭

ではないかと⪃ᐹしている。それをཷけ、第3❶と第8
❶の2ᅇศをᢸᙜする機会をᚓた⚾は、第8❶「ࣛ࢕ࢹ

࢝ࣝにኚ໬する㉁ⓗ研究」において、㆟論をよりලయ໬

にⴠとし㎸むために社会学とい࠺研究ᑐ㇟に↔Ⅼを⤠

り、（✄ⴥ᣺୍㑻（2025）ࠗ ᏶඲∧ 社会学ධ㛛 資本主

⩏とࠑ㏆代ࠒをᤊ࠼なおす N࠘HK出∧）をㄞむことで、

༢なるಶ人の⥲యではなࡃ、ࣝ ーࣝࡸព࿡を፹௓とする

「社会」をᑐ㇟とする学ၥにおいて、ࠗ ࢢࣥࢽーࣛࣥ࢔

㉁ⓗ研究 が࠘ゝ及する主ほࡸಶ人をᑛ㔜すると、社会学

の᰿本にかかわるのではとい࠺␲ၥをᥦ㉳することが

でࡁた。ࡲた、大㔝さࢇは、⮬らが大学⫋員としてከࡃ

のࢡ࢙ࢪࣟࣉトを௻画㐠Ⴀする⤒㦂から、ࣛ なࣝ࢝࢕ࢹ

㉁ⓗ研究でᣲࡆられたよ࠺なཧຍᆺࢧࣜࣥࣙࢩࢡ࢔ー

といった᪉ἲが、㧗等教育ࢳーࢧࣜࢻࢫー࣋ࢶー࢔ࡸࢳ

を≦⌧࠺㧗大᥋⥆のほⅬからもከ⏝されているといࡸ

ඹ᭷してࡃださった。 
඲యのᤵᴗを㋃࠼ࡲて、ከᵝな研究の定⩏、᪉ἲ論が

࠼ຊを㘫ࢫ࢙ࣥࣇ࢕ࢹることを▱り、それらにᑐする࠶

ることのᚲ要ᛶࡸ、␗なる他者とのᘓ設ⓗなᑐヰを行࠺

ୖでのᡭ᥃かりとなった。ࡲた、⮬身の研究ほをྥࡁ合

いሿㅮすることで、᪉ἲࡸᑐ㇟の㑅び᪉にᑐする♧၀を

⋓ᚓすることがでࡁた。ᅇを㔜ࡡるࡈとに、筆者のゝい

たいことがᑡしࡎつ⌮ゎでࡁるよ࠺になったよ࠺な、し

かしࡲた᪂しい␲ၥがᾋかびୖがるといった、ࡲさに

「ࣛーࢢࣥࢽ」と「ࣛࣥ࢔ーࢢࣥࢽ」の⧞り㏉しで࠶っ

た。 
᭱ᚋに、ព⩏῝いᤵᴗをసりୖࡆてୗさったඛ生᪉、

ཷㅮ生᪉࡬のឤㅰのពを表したい。 
（文責㸸ಟኈ 1ᖺ ᕷ୸⥤⏤Ⳁ）

 

第㸯ᅇẚ㍑教育社会学合ྠࢮミ 
 
 
              

2026 ᖺ 3 ᭶ 21 ᪥、「第 1 ᅇẚ㍑教育社会学合ྠࢮミ」

が九州大学ఀ㒔࢟ࣕࣥ࢖ࢫࣃーࢫト1号㤋4㝵学⩦環境

ミは、教ࢮ室にて㛤催された。本合ྠࣥࣙࢩミࣗࣞーࢩ

育社会学研究室（ᮌᮧᣅஓ研究室）と、ẚ㍑ᅜ㝿教育第

三研究室（ⰼ஭΅研究室）の九州大学教育学㒊内の合ྠ

研究会で࠶る。ⰼ஭΅研究室とᮌᮧᣅஓ研究室では、九

州大学教育学㒊及び九州大学大学院人間環境学府教育

ᾏእ␃学ᨭࡸのᣑ඘ࢫーࢥ専ᨷにおける、ᅜ㝿࣒ࢸࢫࢩ

᥼など、教育学のᅜ㝿໬にᑾຊしているⅬでඹ㏻してい

る。௒ᅇの合ྠ研究会は、2026 ᖺ⛅Ꮨಟ஢ண定の大学

院生の中間発表ࡸ、教育社会学研究室とẚ㍑ᅜ㝿教育研

究室のቨを㉺࠼た交流を目ⓗとして㛤催された。発表者

は、༤ኈ 1 名、ಟኈ 3名、QFC-SP 生 2名の計 6名で࠶

る。ここで、QFC-SPとは、「九州大学未᮶๰成⛉学者育

成ࢡ࢙ࢪࣟࣉト」をᣦし、ᑗ᮶ࣟࢢーࣝࣂにά㌍し࠺る

ḟୡ代のഔ出した⛉学ᢏ⾡人ᮦを育成するため、㧗ᗘで

ᐇ㊶ⓗな教育によってㄢ㢟ゎỴ⬟ຊをさらにఙࡤして

いࡃことを目ⓗとする㧗ᰯ生ᑐ㇟の教育ࢡ࢙ࢪࣟࣉト

で࠶る。୧研究室には、2025 ᖺ 12 ᭶より㧗ᰯ生が 1名
つὴ㐵され、2026ࡎ ᖺ 10᭶には㧗ᰯ生による研究成ᯝ

発表が行われるண定で࠶る。本合ྠ研究会は、㧗ᰯ生に

とっても㈗㔜な㐍ᤖሗ࿌の場で࠶り、大学での研究の㞺

ᅖẼを⫙身でᐇឤでࡁる場となっている。発表᫬間は、

発表 20 ศ、㉁␲ᛂ⟅10 ศで、࢜ࣥࣛࣥ࢖を含め 16 名

のཧຍ者（教社研 7名、ẚ㍑研 9 名）が集ࡲった。ྛ発

表には、ྠ ーࣂなる研究室の࣓ࣥ␗、ࡃ研究室ではなࡌ

が㉁ၥをするよ࠺ព㆑した。合ྠ研究会は 14 ᫬ 30ศか

ら 18 ᫬ࡲで行われ、18᫬からは教室でࢨࣆを㣗࡭なが

らㄯ➗する᠓ぶ会が行われた。ᙜ᪥の࣒ࣛࢢࣟࣉに関し

ては௨ୗのとおりで࠶る。なお、所属等は本セミナーᐇ

᪋᫬のもので࠶る。 
 
 

 
 ࠒ（␎⛠ᩗ）࣒ࣛࢢࣟࣉࠑ
・๽᫛அ௓（ẚ㍑研 QFC-SP/㧗ᰯ1ᖺ）  
「中ᅜにおける㧗等学ᰯᅜ㝿㒊の⤌⧊構㐀と大学出㢪

に関する研究 㸫⌧ᆅ㧗ᰯ生のどⅬからぢたࢫセࣟࣉ

3 つのࢫࣛࢡ༊ศ㸫」  

 
・ᮾ᱈Ꮚ（教社研 QFC-SP/㧗ᰯ2ᖺ）  
「᪩⇍の研究㸸ᜊឡ࡬の関ᚰと㐍㊰成⇍は┦関するの

か㸽」 
 
・大㔝⩏文（教社研 ಟኈ1ᖺ）  
「㧗等学ᰯにおける専㛛⫋としてのࢥーࢿ࢕ࢹーࢱー」 
 
・ᕷ୸⥤⏤Ⳁ（教社研 ಟኈ1 ᖺ）  
「⌧代᪥本人の᐀教ᛶと学Ṕの教育社会学」  
 
・ᙇถ☨（ẚ㍑研 ಟኈ2ᖺ）  
「᪥中における㧗等教育のᅜ㝿㐃ᦠに関する研究」  
 
・㝕内未᮶（教社研 ༤ኈ2ᖺ）  
の規定要ᅉࢡト࣡ーࢵࢿ᥎定による社会ⓗࢫーࣃࢫ」

ศᯒ――/��⨩則付ࡁ㈇の஧項ᅇᖐศᯒによる検討

――」  
 

 
本合ྠ研究会の所ឤについて 2 Ⅼ㏙࡭たい。 
れた㧗ᰯ生ࡃ本合ྠ研究会の୍␒ᡭをົめて、ࡎࡲ 2

人のά㌍についてゝ及する。2 人は、12 ᭶から㧗ᰯに㏻

学しながら、ᣦᑟ教員ࡸ研究室࣓ࣥࣂーとの限られたࡸ

りྲྀりを㏻して、⌧ẁ㝵での研究ࢸー࣐ࡸㄪ査内容を集

⣙した࣓ࣞࣗࢪを発表した。๽さࢇは中ᅜのᅜ㝿㒊をᣢ

つ㧗等学ᰯ、ᮾさࢇは㐍㊰がከᵝな定᫬ไ㧗ᰯの⤒㦂か

ら、それࡒれ社会学ⓗなၥいをぢつけ出し、㧗等教育ẁ

㝵の研究に᥋⥆しよ࠺としていた。2人の⊂⮬ᛶにᐩࢇ

だ研究⫼ᬒにはከࡃの関ᚰがᐤࡏられ、研究のᡭຓけと

なるよ࠺な目ⓗࡸ᪉ἲのጇᙜᛶを☜ㄆするための㉁ၥ

ຓゝが行われた。㧗ᰯ生は大学生とは␗なり、大学のࡸ

ᤵᴗࡸ研究᪉ἲ論をయ⣔ⓗに学ࡪ機会がほとࢇどない。

そのため、⮬ら✚ᴟⓗに᥈究しながら、「研究とはఱか」

とい࠺ᇶ♏ⓗな㒊ศから⌮ゎしていࡃᚲ要が࠶る。11
か᭶とい࠺限られたᮇ間の中で、ࢸー࣐設定からㄪ査、

ศᯒ、⤖ᯝのࡲとめࡲでを行࠺ことはỴして容᫆ではな

い。しかし、そのよ࠺なไ⣙の中でも、⮬身の⤒㦂を㉳

Ⅼにၥいをᙧ成し、研究としてᙧにしよ࠺とするጼໃは
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㠀ᖖにពḧⓗで࠶り、௒ᚋの発ᒎがᮇᚅされる発表で࠶

った。 
ḟに、୧研究室間でከᵝなどⅬからの㉁ၥが投ࡆかけ

られた。౛ࡤ࠼、ẚ㍑ᅜ㝿教育第三研究室のࣗࢽ࢔ࣉࣃ

ー࢔ࢽࢠ出身の␃学生からは、社会ⓗࢵࢿト࣡ーࢡの規

定要ᅉについて、ྛ ᅜのඛ行研究を集めているが、ඛ㐍

ᅜの㆟論に限られており࢚ࢡࢵࢽࢫな社会のᐇែは␗

なるのではないかとい࠺ពぢが出た。ࡲた、⌧代᪥本人

の「⌧代」とはどの᫬代をᣦすのか、どのよ࠺に定⩏す

るのかとい࠺Ⅼについてもᣦ᦬を㡬いた。୍ ᪉、教育社

会学研究室からは、㧗等教育における᪥中㐃ᦠについて、

ไᗘୖは༠ຊ関係に࠶るよ࠺にぢ࠼ても、཮᪉のᮇᚅࡸ

目ⓗに㱈㱒が生ࡌているྍ⬟ᛶࡸ、ពᅗࡎࡏしてⰋい㸭

ᝏい⤖ᯝを生ࡳ出している構㐀に╔目すると、より⯆࿡

῝いศᯒにつながるのではないかとい࠺ពぢが出され

た。このよ࠺に、本研究会では、研究内容にᑐするලయ

ⓗなຓゝだけでなࡃ、研究ᯟ⤌ࡸࡳᴫᛕ設定そのものを

ၥい┤すよ࠺な㆟論が交わされた。≉に、ᅜࡸ文໬ⓗ⫼

ᬒの␗なるཧຍ者からのᣦ᦬は、᪤Ꮡの๓ᥦを┦ᑐ໬し、

ẚ㍑研究のど㔝をᗈࡆる࠼࠺で㔜要な♧၀となった。 
2025 ᖺᗘにᐇ᪋された第 1ᅇẚ㍑教育社会学合ྠࢮ

ミは、九州大学教育学㒊、九州大学大学院教育࣒ࢸࢫࢩ

専ᨷにおいて、他研究室とのពぢ交流ࡸ教育のᅜ㝿໬を

ᅗるᣮᡓⓗなヨࡳで࠶った。第 1 ᅇでは、㧗ᰯ生による

研究発表も行われ、ᚑ᮶の研究室内ࢮミにはない㛤かれ

た学びの場がᙧ成された。さらに、ẚ㍑ᅜ㝿教育第三研

究室と教育社会学研究室の཮᪉から、研究内容だけでな

ᴫᛕ設定に関するከゅⓗな㉁ၥ・ពぢが交ࡸ研究᪉ἲࡃ

わされ、ཧຍ者にとって⮬身の研究を┦ᑐ໬するዎ機と

なった。本合ྠࢮミは、す࡭て᪥本ㄒでの発表（㉁␲ᛂ

⟅の୍㒊はⱥㄒで行われた）で࠶った。そのため、௒ᚋ

は᪥本ㄒがẕᅜㄒではない␃学生によるⱥㄒ発表ࡸ、ᅜ

㝿学会での発表をぢᤣ࠼た᪥本人学生によるⱥㄒ発表

などをྲྀりධれることで、よりᐇ㊶ⓗなᅜ㝿ⓗ研究交流

の場࡬と発ᒎさࡏていࡃことが⪃࠼られる。教育のᅜ㝿

໬をぢᤣ࠼た合ྠࢮミのᅾり᪉を㏣ồしていࡁたい。 
 

（文責㸸ಟኈ 1 ᖺ ᕷ୸⥤⏤Ⳁ）
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